
№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

    サ ー ク ル 名 （ フリガナ ）

（ ） ・

2024年 4月

5名 内 ・ 外 ・ 両方

28歳（ 最高 45歳、最低 20歳 ） 1回

 本テーマで 4件目  社外発表 1件目

2023年 4月 ～  2023年 9月 13回

勤続 5年

1時間

管理部 経理室 経理G

月末振込手続き完了の早期化
        ～余裕を持った効率的な作業を目指して～

黒部 春香
 クロベ  ハルカｶﾌﾞｼｷｶｲｼｬ ｺﾍﾞﾙｸ ﾎﾝｼｬｶﾝﾘﾌﾞ

株式会社 コベルク 本社管理部

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

ＯＨＰ
プロジェ

クタ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

フォルトゥーナ牧場サークル

本テーマの活動 期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

フォルトゥーナボクジョウサークル

1 2

3 4

メンバーは5⼈、平均年齢28歳の若⼿メンバーで構成されています。メンバー以外も参加し、全員でや

る活動を進めました。中でも楓加さんは1年⽬の新⼈で活動の中で成⻑していきました。

サークルレベルはCゾーンの入り口で、Bゾーンに向けて活動を⾏いました。サークルモットーは「ノロノロだっ

ていいじゃん︕何事も前向きに進めよう︕」QC手法の使い方を学びながら活動しました。

株式会社コベルクは、愛知県刈谷市に本社を置き刈谷工場・富士松工場・三重県にいなべ工場と3

つの⼯場があります。刈⾕⼯場では、福祉⾞両シート。

富士松工場では「ノア」「ヴォクシー」「ランドクルーザー」のシート。

いなべ工場では「アルファード」 「ヴェルファイア」 「ハイエース等」の

シートをそれぞれ製造しております。わたくしたちコベルクは、

「安全第⼀で良い品質と安いコスト」をモットーにシート製造に励んでいます。

管理部の組織は安全、環境、経理、総務の4つの室に分かれています。

社会貢献活動の⼀環として近隣や地域のゴミ拾い。

防災に関しては地震体験学習など業務外の分野でも活動しております。
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拠点⼯場での処理⼯程をみたところ特に不備は無く、⼯場

⻑の承認まで進んでいます。次に、本社の処理⼯程を確認

したところ、承認まで工程数が多いことが分かりました。ここで、

現在の取引先件数と請求書の枚数を調査してみました。

現状の処理⼯程をパレート展開してみたところ、振込

⼀覧表⼊⼒とインターネットバンキング⼊⼒で16件で、

全体の約60％を占めている事が判明。この二つの入

⼒業務を何とかしたく、活動を進めました。

テーマ選定の背景は、管理部の部⽅針⽬標項⽬から状況

確認。5⼤任務別に調査を⾏い、経理の「振込業務期⽇」

において管理部の⽅針が未達であり評価の感度1位でした。

経理処理は拠点と本社で業務が異なります。会合でメン

バーと業務の困りごとを洗い出しました。

メンバーで現状の困りごとを取り上げ。振込業務での問題が

1位に上がり、問題か、課題かを層別してすぐにやるべき問題

として着手する事に。全部で5つの振込業務がありました。な

ので、拠点別に処理⽅法を調査開始。

取引先、請求書枚数の関係性をグラフにて確認。取引先件

数グラフでは、15年度から22年度まで毎年増加。全体で

48％増加しています。請求書枚数も⽐例しており、35％増

加しています。22年度の振込業務の⽇数実績グラフを確認

すると、平均6.8日、約7日間目標日数に対してオーバーし

ていました。

現状の処理⼯程を⽇数別に細分化してみました。振込⼀

覧表⼊⼒には10⽇間、インターネットバンキング⼊⼒は6日

間、会計システムへの⼊⼒が6⽇間、補助科⽬残⾼⼊⼒に

5⽇間と補助科⽬残⾼⼊⼒に5日間と、あるべき姿20日ま

でに対して合計27日間掛かっており7日間の差が判明しまし

た。

テーマ選定の明確化の内容です。①23年度⼊⼒⽇数、平

均約7日間超過。②あるべき姿とのギャップが発生。③振込

⼀覧表⼊⼒とインターネットバンキング⼊⼒で、約60％を占

めている。部方針と、取引先への信用問題に影響が出てしま

うので、テーマを『⽉末振込⼿続き完了の早期化』に決定し

ました。

⽬標設定では、「振込⼀覧表⼊⼒とインターネットバンキン

グ⼊⼒を。」「9月末までに。」「8日間の50％減に。振込業

務遅れ無きことを」⽬標に活動計画を⽴て、進めました。6

月にアドバイザーへの中間報告会、8月上旬に世話人説明

会を開催し、共有の場を設定しました。
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要因解析では⼊⼒完了までの期間を解析。拠点から請求

書が集約されるルートを再度調査しました。請求書は拠点

の職場から集約されて本社経理に振り分けられます。新⼈

の楓加さんには振り分け作業を教えながら一緒に解析を実

践。取引先別に仕分けます。

次に集約種類を確認。本社に集約される請求書関係の書

類は主に4種類あります。集約基準日はN4日で5日に確認

するのですが間に合わない場合は拠点へ引取りに⾏きます。

書類の提出先は、集まった書類に役員から承認印を貰いま

す。承認がもらえている場合は、通常通り処理に進めますが

承認が貰えていない場合は、電話対応や別⼊⼒を実施す

るなどで対応しています。

その他振込業務の⼊⼒関係として給与振込関係、売上関

係の⼊⼒等があり、承認が貰えていない場合は、給与の振

込⼊⼒、売上の⼊⼒を実施しています。⼊⼒業務で16日

間掛かっている要因の調査解析を実施。解析内容のまとめ

を⾏いました。
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中間報告会でアドバイスをもらった内容を工場QC推進の方

と一緒に連関図の勉強会も兼ねてメンバーで作成。矢印が

多かった、『作業効率化がされていない』に着目して対策を進

めました。

報告会で今後の進め方を説明。特性要因図をメンバーで

作成しようとした際に、「色んな要因が複雑に絡み合う為

『連関図』を使って深堀してはどうか︖」とアドバイスをもらいま

した。⼯場で実際に使⽤して要因解析を⾏っている⽅を本

社に招き、一緒に真因の深堀を実施しました。

要因のまとめです。書類集約と⼊⼒業務で分けられます。書

類の集約では必要日数計5⽇間。⼊⼒業務では必要⽇数

計11⽇間と半数占めており、⼊⼒・集約以外にも⾊んな作

業要因がありました。会合時にメンバーと活動の中間報告会

を開催しました。

対策⽴案に向けて処理⼯程の振り返りを⾏いました。振込

⼀覧表の作成、インターネットバンキング⾦額⼊⼒、確認、

承認、⼀覧表への⼊⼒、会計システムの⼊⼒。さらに、イン

ターネットバンキング⼊⼒、⾦額の⼊⼒など⼊⼒作業が効率

化されておらず、異常発⽣のリスクが多くあります。

異常リスクの対策を系統図、マトリックス評価にてまとめました。

「⼊⼒業務を効率化させるには」を軸として、インターネットバ

ンキングへ直接データを取り込む事と請求書が揃った物から

⼊⼒を⾏う仕組みに変更。⼆つの評価1位、2位のに着目し

て項⽬別に対策の検討を⾏い実施しました。

すぐに実施できる対策を進めるべく現状の作業を確認。書類

が集まらないと⼊⼒が出来ない…。集約するにも請求書の束、

請求書の印鑑確認、振込⼀覧表⼊⼒、請求書のファイリン

グなど処理の際に全てまとめて提出して処理をしなければなり

ません。

請求書⼊⼒に必要書類の集約の廃⽌を検討しました。請

求書の山だったものを、1社1セットで提出。上司を交えて集

約の廃⽌に伴い簡易的なフローを作成。上司へは承認会、

⼯場経理担当者へもフローを展開して請求書関係の締め⽇

の擦り合わせを実施しました。

QC世話人説明会を開催し対策の方向性、進め方を説明。

「会計システムからインターネットバンキングへ振込データを取り

込んでIT化してはどうだい︖」とアドバイスをいただきました。実

施前の準備として取引先情報を整理、情報の管理を⾒直し、

IT化できるようリスク管理を⾏いながら対策を

進めました。

異常リスクへの対策⽴案。振込先を選択し、⾦額を⼿⼊⼒、

⼊⼒内容を確認。この繰り返し作業を毎⽉100件以上実

施。選択ミスや⾦額⼊⼒ミスによって⼀致しない場合を異常

とします。⼊⼒作業に追われてリスク管理が出来ておらず、も

しミスが発⽣すると振込⼀覧表から全て⾒直しをかけなけれ

ばなりません。

インターネットバンキングに効率良く⼊⼒する為に対策実施。

請求書の束で確認項⽬も多く、振込⼀覧表に⼊⼒後取引

先、⾦額などを照合して⼿⼊⼒していました。そこでコールセ

ンターの⼈と確認を繰り返してトライを実施しては何度もエ

ラー画⾯が出てはやり直しまた再度⼊⼒、確認の繰り返しを

⾏いました。

作成したフローに沿って請求書⼊⼒を実施。原紙回収→集

約→⼊⼒のしくみを改善しました。対策前は全ての原紙回

収して確認後、役員へ提出し承認印の確認も⾏っていまし

た。対策後は原紙回収の都度提出し、その場で承認もらい、

すぐに⼊⼒。⼿待ち、⼊⼒ロスを低減させることができました。

17 18 19

20 21 22

23 24 25

27 28

トライ＆エラーを繰り返しながら自分たちでシステムを構築させま

した。システムの確認、データ欄のチェック。システムに⾦額が反映。

苦労の甲斐あって全て⼿⼊⼒していた作業を排除することが出

来ました。
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標準化と管理の定着では5W1Hで標準化を実施しました。活動内容を標準化にして基準を決め、

ルール化フローを作成しました。メンバーみんなで共有しました。

効果の確認です。活動前16⽇間掛かっていた⼊⼒⽇数を7月上旬に12日間に。8月末には7日間

にすることが出来、目標値50％を超え56％低減に成功しました。作業をIT化したことで、⼊⼒業務

27日間かかっていた日数を20⽇間以内に⼊⼒完了する様に改善出来ました。

活動を通じて良かったことはメンバー⼀丸となり活動を⾏ないアイディアにも⽬を向けて進められた。若

⼿の意⾒や活動⼒で解決でき、アドバイザー、世話⼈会を開催してトップダウン、ボトムアップの基礎が

強化できた。反省としては、七つ道具の使い⽅や進め⽅に⼾惑ってしまい時間が掛かった。⾃分たちの

課題として色んな部署と連携を取りながら今後も進めていきます。

問題解決を⾏い、メンバー間での交流も活発的に︕本社でBBQや、親睦会など⾵通し良く、業務を

遂⾏していきます。活動のまとめで反省にもあった7つ道具の使い方や進め方は

メンバーで勉強し合って昨年QC検定3級にも合格できました︕

今回はPDCAの基礎を構築できましたがSDCAのサイクルで業務を回し残問題に対しても向き合って

いきます。改善活動を継続させ⾃分たちの能⼒に変えていきます︕

有形・無形の効果では、⼊⼒業務が、対策前⽉当たり64時間から対策後14時間に減らすことが出

来ました。⾦額効果として⽉当たり115,000円。年間で1,380,000円もの⼯数⾦額の低減に成功

しました。新⼈メンバーも成⻑を遂げ開花。。今では業務以外でも率先して活動に参加してくれていま

す。

活動後のサークルレベルでは全員が能⼒アップすることが出来ました。サークルレベルも⽬標であったB

ゾーンの入り口に突入することができ、PDCAのサイクルの基準を構築できました。
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